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｢地質調査所ユ創立80周年記念号

地質調査所創立80周年を迎えて

地質調査所が80周年を迎えるにあたり思うことの一

端を述べさせていただきましてご挨拶にかえること

にいたしたいと存じます

地球と人類そして地質調査について

人類は地殻上に生存する1動物群にすぎませんしか

も人類の地球上における生存期間はその誕生以来につ

いて見てもこの上に生存していた他の動物群にエヒベる

と何千分の1あるいは何万分の1といったきわめ

て短い期間であります.たとえば地球誕生以来の年

令を1日とすれば数秒間にしかあたらないほどの最近

に生じた人類は現世においては他の動物群を圧倒的

に支配してこれらに君臨しその生活環境上において峠

地球の歴史上他の動物群にみられなかったような異常

な発展･発達をなしとげさらにどこまで繁栄するか

測り知れないくらいの盛況を示しております.

このような人類がいわゆる原始時代に生存発展の手

段としてとりあげたものは何であったでしょうか?

それは地殻上の物質の積極的な利用でありました･す

なわち食を得るための器具類として矢じり･石器･

土器であり攻撃･保身のための石器･鉄器等であり

またさらに他の動物群がなし得なかった｢火｣の自由

制御を薪をはじめ石炭｡アスファルトの利用によっ

てよくなしとげたことであります.これらのことは
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地質調査所長兼子勝

人類という動物が地球を征服する唯一のものであるこ

とを示す例として大方のみなみな様ご承知のとおりで

あります.

地球の誕生以来刎数億年を経過した現在に至りまし

て人類がよく地球にしがみついて自分汽ちの生活環

境の高度化をなしとげ得たことは創成期における地物

の利用さらに逐次地球を知るごとに努めたことによっ

ております.すなわち人類発展の開花は地殻の開

拓から出発しており地殻の開拓は地殻を知ることに

よってますます発展をとげてきております.

けだし人類社会の文化･文明は人類がよく地殻を開

拓したことでありまたその手段として地殻の研究

に努力したことが根源であり原因となっていたことは

否定することができないと思います.

今や地球上の王者であるわれわれ人間は常に自然と

たたかう能力を養いながら宇宙の他の世界の解明に対

しても強い探険意欲を燃やしております.実際のと

ころ地殻の解明も全地球上必ずしも十分でなくまた地

球内部に対しては地殻のほんの薄い部分に対してわ

ずかにそのメスを入れているにすぎません｡

人類のもっている智恵は学問となり技術となってと

くに資源の乏しい国であればあるほどますます大きな

発達をみせているはずでありますが私ども地球解析者

の悲壮な内攻した叫びを真に理解して下さる人たちが
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地質調査所長

兼予1勝

何人いることでありましょうか?

このことの解決は私ども日本人の解釈度によって

おのナから価値づけされあるいは評価されると思いま

すが人類開花のあとを引き継いだつもりでいる地質調

査所員少なくともわたくしといたしましては先人

が行なったことによって導かれ励まされて生きてゆか

ねばならないと考えております.またお互いは幸

福に生きる道を選んで生きてゆくべきだと思っている次

第でございます･閑話休題日本の地質調査所のこと

について申し上げます.

われわれは日本の地質調査所に勤務する人間として

これでも我等人類の祖先が妬いてくれた地殻の利用

ならびにその開拓に不断の努力をはらっているつもりで

あります.現在の所員が営んでいる業務は80年にわ

たる幾多諸先輩のなした仕事を文献や資料を通じて知

りあるいは諸先輩のご教示に基づいてなされている

ことを忘れることはできません.ここに深甚な感謝の

意を表する次第であります吐また所外び洗輩のなさ

れたお仕事も私ども地質調査所の業務に尊い貢献をさ

れているとい箏ことを私たちは1王1夜の業務を通じてよ

く知ら書れております曲一蒋び厚い感謝の意を表わさず

にはおられ凌せん田

地質調査所は地殻夢)科単一地質学とその関辿科

学一によってわが鰯土の包榊灼な搬査1研究を行な

うただ一つの国球機闘として明治至δ年(至搬)に創設

されました宅

｢地下搬減ノ犬雌物買撚リ徽雌の衡漱繋究メ産莱

改進ノガ漉繋劣微シ災滋猟夢摘ホ渓ふ研ナリ｣と

いう創立当時の説明は人類夢γ11三活が地殻ど密接で離れ

られない1=娼係にあり地搬を科労1してわがの/即)産業経

済の発展に寄字させようとする意味がよく表わされて

いると遭､います.

｢地質調査所｣と呼ばれる機蝿は世界の主要国ほと

んどに設置されておりますが各国ともその内容はさま

ざまであります.このことはr地質調査所｣という

ものがその国の地質に関連する調査研究を行なって

胴民生活の党展向上につくすこどを当初の目的として設

置された機関でありまたそれぞれの国の地質学的状

態の相違という自然的条件差があることさらに一方

それぞれの国の政治や文化状態国民の考慮にも相違が

あることからして'当然といえましょう､ところでわ

が国の地質調査所業務の変遷ならびに内容につきまし

て報告がたがた杣見を述べさせていただきます.

わが国の地質調査所も創立以来の80年間には本誌

にもその一部が述べられておりますようにそのときど

きの国情に応じて適当に形態を変えながら今日に及んで

おります.しかしながら各時代の各変遷を通じて変

わらないものは地質調査所の使命が｢広く見た国土

の開発利用と保全･防災のために必要な地質学的基

礎資料を提供して公共の福祉に寄与すると共に

常に調査技術の向上に万全の努力をはらう｣にある

ことであります.

現時点におきまして地質調査所が進むべき方向を考

えますとこの使命の上に立って最近急速に重視拡張

されてきた官･公･民界の地質関連分野からの要請に

応じられるよう地殻解明の基礎的資料と技術を作り出

すため国全体の立場から活動できるような檸関になり

たいと思います.さらに現在におきましては地質

調査所の進むべき方向を修飾する次の条件として地

質学そのものが持っている国際白守性格と各国の文化や

経済状態から生まれた地殻解明技術の国際交流問題があ

ります.地質学の研究対象である地殻は地球の外套

部を連続的に構成しているものであり各国は人為的に

国境を設けてその一部分を占有しているにすぎません･

各国における地殻の研究1解明¢)艦澱にしたがい各国

それぞれ桐箭!)いっそソ)解明につくそうとすること

は自然のす形勢で知識にすぐれた人類だけが行ない得

る当然の冬とでありましまう｡種抑り顕際会織などで

各国の地質学者が一堂に集まるようなことがあると言

語の差異を越えてたちまち百年の知己ダはうな親しさ

をおぼえますのも単にr掌闘に騒鏡ない渓)ニルピ

アソス以上にr地質学者のことばは地質図である｣

といわれていることでもわかるように100万言にもま

さる意志表示の具として地質図というものがあること�



や地殻という一つのものを共に研究の対象としていると

いう国籍をこえた地質学者同志の間の薬務の不可分性に

よるものと思われます.

①万国地質学会議(Intem盆tiom1Geo1ogica1Con･

greSSジ㌔

②エカフェ地下水開発セミナｰ(Regiona1Se㎜i一

岬㎝theDeve1o脾e航｡fGro㎜dW黎ter)

③エカラエ石油開発シンポジウム(Sy㎜P06iu㎜

○阯theDeve互｡p触e耐｡{P鮒｡1eum

Resour㏄so迂Asia触謡the亙鮒肪st)

④エカフェ鉱産資源開発小委員会(S“b-Commit-

teeo姻Mhe蝸1Re50肚｡esD帥e1op㎜e巫t)

その他多くの学会委員会等最近におけるわが地質調

査所の学術的な国際活動は誠に活発であります.

次に学術的な動きと並行して技術協力を主体とする

国際経済的た動きがありますがこれは地球上の距離的

感覚の縮小と真の互恵思想がもたらした世界各国の経

済的要望によるものであります･世界各国に埋蔵され

ている地下資源の量やその開発利用状況には大きな相

違がありしかもそれぞれの国内消費状況にも大きな

相違がありますので地球上に見られるこのようなアン

バランスを除去して天然自然の恩恵である地下資源の

有効利用をはかり全人類の福祉をはかろうとする動き

がこれであります･最近わが国の地質調査陣に対しま

しても世界各国の政府･業界その他からこの種の招請

状が数多く送られており官民密接な連携をとってこれ

に応じようとしております･学界･業界におけるこのよ

うな国際的な動きは単に地質分野に限られた問題では

ありませんが今や地質分野は世界的な総合力の発揮に

よって大きな飛躍をしようとしており地殻の調査研究

を通じて人類の発展につぐそうとしております.

地質調査所の進むべき方向

従来日本の地質調査所におきましては国土の基本的

調査･研究の対象として地質図幅ならびに地下資源が

重視されてきましたが最近早急に強化拡充を要する部

門として国土の造成｡保全および防災が加えられてお

ります.これらの調査研究部門はいずれも最近大幅

な発達をとげた調査技術を駆使してりっぱな成果をあげ

ておりまた同時に地質･地球物理･地球化学などを

総合した新しい調査技術の確立を絶えずめざしており

ます･また一方国内における最近の地質調査研究業

務は広く各省庁に関連して密接な連携のもとに実施さ

れております･最近の新しい課題としては

①地すペリ･山くずれ･地躍･火山などの自然災

害に対する防災地質

②産業用水の地質

③ダム･都市地盤などの土木･建築に対する基礎地質

④地下資源の中とくに原手燃料資源などがあり

また調査研究技術については岩石の物性･

アイソトｰプ利用･地質絶対年代･鉱物結晶学

および鉱物化学･各種岩石地層および水･カス

の地球化学･空中写輿地質などの問題があリま

すまた大切な仕事としや｢資料の収集｣が

あります

地質業務を遂行する上に既存資料の活用を欠くことがで

きない少なくともわが国土に関する地質学的資料は

すべて地質調査所に集められ地質資料センタｰと

しての役割りを果すべきですこのためには法的裏付

けも必要であり野外調査施行のこととも併せて立法措

置をねがっております次に最近における国外との連

携は学術･経済の両面にわたって次第に拡大されてい

ることは前述のとおりであります.地質調査所を通じ

て見た技術協力地下資源開発指導など経済的行政

的な動きに対する最近の事例をあげますと

･1954年以来継続的にインドネシア政府に対して行なってい

るコロンボプランによる地下資源開発指導のための派遣

･同じくコロンボプランによる技術者の台湾派遣

･中近東援助言十西によるイラン派遣

･アフガニスタン政府の招請による技術援助

･その他技術協力としてインドネシアサラワクタイ

ポリビアベネズユラインド'7イリビンサウジアラ

ビアその他の諸国からの要請

など世界各国にわたっていますまたこの傾向は今

後ますます強くなると思われます.わが国の経済政策的

立場をよくするためにもさらに安定した技術者派遣

ルｰルの設定が望まれております.世界の地質学界が

現状からスタｰトして､完全な総合体制をとり各面の

調査研究に活用されるまでにはまだまだ長年月を要す

るであろうというのが大方の推定でありますが地球

のアッパｰマントル調査や宇宙の調査開発が取り上げら

れてきますとその結果いかんによっては目的達成ま

での所要期間は案外短縮される可能性があると思いま

す.以上地質調査を中心にして現在国内外に起きて

いる地質学的諸問題を取り上げ地質調査所の今後進む

べき方向とこれに関する希望を述べましたがかさね

て日本の地質調査所がわれわれ国民の発展はもとより

世界の要請にこたえて十分その任を果し得るよう官

民関係分野の強いご支援とご教示をお願い申し上げる

次第でございます,�




